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学位論文審査結果の要旨
平成8年４月より主査が論文作成の指導に当り，平成8年１０月２７曰に論文が提出されてからは審査委
員全員が個別に学位論文および学位審査書類を検討した。平成9年４月８日に第１回の合議を行ない，
さらに同年７月３日の口頭発表後の第２回審査会において最終審査を行なった。
高レベル放射性廃棄物の処分は国際的な問題であり，原子力発電を行なっている諸国では，高レベ
ル放射`性廃棄物を地下深部の地層中に処分し，将来にわたって生物圏から安全に隔離しようという地
層処分の考え方に到達している。このような処分法の安全性を評価するためには，短期的な室内実験
や地下実験施設での核種移行実験に加えて，天然バリアでの長期にわたる核種移行の研究を行う必要
がある。
本論文は，約16億年前に形成されたオーストラリアのクンガラウラン鉱床を天然の廃棄物類似体
（ナチュラルアナログ）と見なして，放射`性物質であるウランの安定性を評価するために，ウラン及
びトリウム系列核種の簡便な迅速測定法を考案し，岩石中のウランの存在状態，岩石および地下水中
の放射性核種の測定により水平・鉛直方向の分布を検討し，長期にわたるウランの地球化学的挙動の
基礎付けを行なったものである。本論文で得られた成果は大別して次の3点よりなる。
（１）Ｇｅ検出器を用いた低エネルギーＹ線スペクトロメトリーにおいて,試料の厚みを薄くすること
により自己吸収の補正なしで精度よく多核種を同時定量する方法を考案し，さらに，鉱物と試薬
の関係，再現性の観点から5種類の抽出試薬で特定の鉱物相を溶解する選択的抽出法を詳細に検
討しウランに適用して存在状態を明かにした。
（２）鉱床の水平・鉛直方向から採取した岩石，約200試料の放射性核種濃度の測定からまずウラン
鉱床の全体像を科学的に描像し，風化が始まってから100-300万年経た現在，一次鉱床上部の酸
化帯のウランは一次鉱床の南東方向に0.2-0.5％／1万年と極めて遅い移行率で移動して二次鉱
床を形成したこと，ここでの鉄鉱物の存在がウランの遅延に大きく関与していることを明かにし
た。一方，還元帯のウランは全く移動していないことを見出し，ここではウランの大部分がウラ
ニルケイ酸塩などのウラン二次鉱物および酸化物として存在していることを明かにした。
（３）地下水の化学組成やウラン系列核種濃度の測定から，ウランは炭酸ウラニル錯体として安定に
存在すること，さらにウラン系列核種の放射非平衡関係より現在の地下水流方向が南方向に変化
したこと，地下水の2:MU/238U比が岩石の風化度合いの指標になること等を見出した。
以上，本論文は，クンガラ鉱床を用いたナチュラルアナログ研究の国際プロジェクトの一員として
申請者自身が分担して得た成果をまとめたものであり，ウランの長期間の地層中における移行モデル
とパラメータの検証，さらにウランと化学的性質が類似している超ウラン元素の長期間の地層中での
移行挙動の推定に大きく貢献するものである。その内容は，ウランの地球化学の基礎的視点からみて
一般性に富む多くの知見を得ており，博士（理学）の学位を授与するに充分に相当するものと認める。
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